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１
月
18
日（
土
）か
ら
19
日（
日
）、第
20
回
十
勝
勤
医
協
友
の
会
世
話
人
交
流
会（
山

本
鉄
雄
実
行
委
員
長
）が
十
勝
川
温
泉
ホ
テ
ル
大
平
原
で
開
催
さ
れ
、
全
体
で

１
７
３
名（
世
話
人
１
３
４
名
・
職
員
39
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。
記
念
講
演

や
４
種
の
交
流
企
画
、
夕
食
交
流
会
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

全
体
会
・
講
演

　

第
20
回
友
の
会
世
話
人
交
流
会
は
、「
安
心
し
て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」を
め
ざ
し
て
、「
学
び
と
交
流
そ
し
て
日
々
の
疲
れ
を
い
や
す
場
」を
目
的
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
十
勝
に
民
医
連
を
つ
く
る
運
動
の
先
頭
に
立
ち
奮
闘
し
て
こ
ら
れ
た

小
倉
浩
夫
医
師（
先
代
理
事
長
）の
お
話
か
ら
、
歴
史
と
地
域
・
職
員
の
思
い
と
取

り
組
み
を
大
い
に
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

（
２
面
に
講
演
要
旨
掲
載
）

生き生き楽しく交流
　5種類４つの会場に分かれ、「ディスコン＆サッカーレク」・「健康体操」・「語り継ぐ戦争体験」・
「歌声」の各企画を楽しみました。

夕
食
交
流
会

　

夕
食
交
流
会
で
は
、
深
町

理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま

り
、
足
寄
友
の
会
の
南
京
玉

す
だ
れ
、
東
友
の
会
の
詩
吟
・

お
琴
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺

職
員
に
よ
る
ダ
ン
ス
、
看
護

師
長
室
に
よ
る
歌
と
踊
り
が

披
露
さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最
後
に
参
加

者
全
員
で
手
を
つ
な
い
で
合

唱
し
、
大
盛
況
の
う
ち
に
閉

会
し
ま
し
た
。

安心して住みつづけられる安心して住みつづけられる
まちづくりをめざしてまちづくりをめざして

１
月
18
日（
土
）か
ら
19
日（
日
）、第
20
回
十
勝
勤
医
協
友
の
会
世
話
人
交
流
会（
山

本
鉄
雄
実
行
委
員
長
）が
十
勝
川
温
泉
ホ
テ
ル
大
平
原
で
開
催
さ
れ
、
全
体
で

１
７
３
名（
世
話
人
１
３
４
名
・
職
員
39
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。
記
念
講
演

や
４
種
の
交
流
企
画
、
夕
食
交
流
会
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

アコーディオンの伴奏で参加者全員による合唱アコーディオンの伴奏で参加者全員による合唱

▲新作も披露された
　足寄の南京玉すだれ

▲バーを会場にみんなで合唱

▲戦争体験を語り合う参加者

▲大盛況！ディスコン

▲健康体操①口腔体操

▲熱戦が繰り広げた棒サッカー

▲健康体操②脳トレ

▲

歌と踊りで会場
を盛り上げた職
員のみなさん

第２０回友の会世話人交流会第２０回友の会世話人交流会

夕
食
交
流
会

全
体
会
・
講
演

生き生き楽しく交流
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シリーズ

憲法 がが
ああぶぶなないい

　

「
憲
法
」と
い
う
と
難
し
い
し
、
生
活
す
る
中
で

も
意
識
し
た
こ
と
が
な
い
、
自
分
に
は
関
係
な
い

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
２
０
１
８

年
３
月
、
山
本
政
俊
先
生
の
憲
法
講
座
を
聞
い
て
、

変
わ
り
ま
し
た
。
山
本
先
生
は
、
私
が
通
っ
て
い

た
高
校
に
い
た
先
生
で
、
懐
か
し
い
と
い
う
の
も

あ
り
、
聞
き
に
行
き
ま
し
た
。

　

講
座
を
聞
い
て
み
る
と
、
憲
法
は
生
活
に
密
着

し
て
い
る
も
の
で
、
私
た
ち
の
生
活
を
守
っ
て
く

れ
る
大
切
な
も
の
と
い
う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
日
本
国
憲
法
の
前
文
を
改
め
て
読
む

と
、
戦
争
で
辛
い
経
験
を
し
た
か
ら
こ
そ
、
二
度

と
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
と
い
う
決
意
が

込
め
ら
れ
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
で
も
、
今
の
日
本
は
こ
の
憲
法
の
通

り
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
、
憲
法
の
授
業
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ

と
ん
ど
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
。
世
の
中
に
は
、
数

年
前
の
私
の
よ
う
に
憲
法
を
身
近
に
感
じ
て
い
な

い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
憲
法
を
学
ぶ
機
会
が

な
い
と
、
日
本
国
憲
法
が
で
き
た
成
り
立
ち
や
、

憲
法
の
中
身
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
自
分

か
ら
学
ぼ
う
と
い
う
方
も
、
多
く
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
憲
法
を
理
解
し
て
い
な
い
方
が
多
い
中
で

改
憲
を
進
め
て
も
、
問
題
点
な
ど
に
気
が
つ
き
ま

せ
ん
。

　

安
倍
政
権
は
、
年
頭
記
者
会
見
で「
私
自
身
の

手
で
成
し
遂
げ
て
い
く
考
え
に
揺
る
ぎ
は
な
い
」

と
憲
法
改
正
に
意
欲
的
で
す
が
、
本
来
、
憲
法
は

国
家
権
力
を
縛
る
た
め
に
あ
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
文
章
を
読
ん
で
い
る
方
は
、
憲
法
を
理
解

し
て
い
る
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
が
、
憲

法
に
関
心
が
な
い
方
に
、
憲
法
の
大
切
さ
を
広
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
町
議

会
議
員
と
し
て
地
域
を
周
り
、
住
民
と
対
話
を
す

る
機
会
も
あ
り
ま
す
。「
３
０
０
０
万
人
署
名
」に

代
わ
り
、
新
し
い
憲
法
署
名
が
始
ま
り
ま
す
。
署

名
を
通
じ
て
、
憲
法
の
大
切
さ
、
守
り
生
か
す
こ

と
を
伝
え
、
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
音
更
東
友
の
会　

石
垣
加
奈
子
】

　

生
ま
れ
は
中
国
瀋
陽（
旧
奉
天
）で
7
人
兄
弟
の
末
っ
子
。
小

学
生
の
頃
か
ら
反
戦
・
反
核
兵
器
の
思
い
を
持
ち
行
動
し
て
い

た
事
、
反
安
保
デ
モ
を
高
校
生
で
主
導
し
た
事
な
ど
、
民
医
連

に
携
わ
る
前
か
ら
無
差
別
平
等
や
戦
争
・
原
爆
に
対
す
る
反
対

の
思
い
を
強
く
持
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
医
師
を
目
指
し
た
背
景
や
、
自
身
の
考
え
方
と
理
念
が
合
致

し
て
い
る
民
医
連
へ
の
入
職
か
ら
、
十
勝
勤
医
協
を
立
ち
上
げ

る
ま
で
の
怒
涛
の
医
師
人
生
談
に
は
、
参
加
者
か
ら
驚
き
と
感

動
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
資
金
調
達
や
友
の
会
の
創
設（
地
域
割
り
）な
ど
、
十

勝
勤
医
協
の
土
台
を
作
り
上
げ
る
上
で
不
可
欠
な
要
素
を
地
域

の
み
な
さ
ん
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
、
み
ん
な

で
作
り
上
げ
た
柳
町
医
院
閉
院
は
自
分
が
一
生
背
負
っ
て
い
く

十
字
架
で
あ
る
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
る
こ
と
等
々
、
友
の

会
と
職
員
が
共
に
歩
ん
で
き
た「
歴
史
」が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
歴
史
・
小
倉
医
師
の
思
い
を
聞
く
こ
と
が

出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
」と
い
う
感
想
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
今
後
友
の
会
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
糧
と
な
っ
た
」「
十

勝
勤
医
協
を
絶
対
無
く
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
痛
切
に
感
じ
た
」

な
ど
の
感
想
・
意
見
も
複
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

【
世
話
人
交
流
会
事
務
局
】

　

12
月
９
日
、
我
が
家
で「
相
談
会
」を
開
く

案
内
を
ご
近
所
さ
ん
へ
配
っ
た
。
こ
の
日
は

「
不
眠
と
睡
眠
薬
」の
お
話
で
、
病
院
か
ら
薬

剤
師
の
山
口
章
江
さ
ん
が
来
て
く
れ
た
。
薬

に
つ
い
て
一
番
聞
き
た
い
方
が
、
用
事
を
済

ま
せ
て
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。
狭
い
居
間
な

が
ら
和
気
藹
藹
の「
相
談
会
」が
始
ま
っ
た
。

先
ず
山
口
さ
ん
か
ら《
睡
眠
薬
》は
不
眠
の
人

の（
一
時
避
難
所
）。
症
状
が
落
ち
着
い
た
ら

止
め
や
す
い
薬
か
ら
服
用
す
る
。
そ
し
て
、

睡
眠
薬
を
卒
業
す
る
時
は（
必
ず
、
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
て
、
少
量
ず
つ
ゆ
っ
く
り
！
）

が
大
切
。
そ
こ
で
質
問
が
あ
っ
た
。「
寝
る
２

時
間
前
に
睡
眠
薬
を
飲
ん
で
効
か
な
い
の
は

何
故
」。
そ
こ
で
薬
名
を
聞
い
て
山
口
さ
ん「
あ

っ
、
そ
の
薬
は
寝
る
30
分
前
に
飲
む
薬
」と

即
答
。
薬
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
時
は
、
薬

局
へ
遠
慮
な
く
電
話
を
！
と
話
し
た
。
気
楽

に
質
問
で
き
る「
相
談
会
」、
聞
い
て
良
か
っ
た
。

 

【
音
更
東
友
の
会　

菅
原
紀
子
】

各地の居場所仲間づくりのとりくみ
（前号に続き）

※前回掲載しきれなかった2か所を紹介いたします。

自宅自宅でで「健康相談会」「健康相談会」

講演
要旨 私と民医連

十勝勤医協帯広病院医師・初代理事長

小倉　浩夫

ふまねっと
会　　場：西10号会館（帯広市西21条南２丁目32番19号）
連 絡 先：駒込時子（0155-33-2662）
開催日時：毎週金曜日　９時半～

開西友の会

足寄友の会
ふまねっと
会　　場：老人いこいの家（足寄町南３条３丁目）
連 絡 先：田利美智子（090-6873-0614）
開催日時：第一・第三土曜日　13時～

３
月
８
日
日

予
約
枠
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
帯
広
病
院
ま
で
お
電
話

く
だ
さ
い
。
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12
月
25
日
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
。
す
ず
ら
ん

で
は
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
ケ

ー
キ
手
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ケ
ー
キ
の
ス
ポ
ン
ジ
は
市
販
の
物
を
使
い

ま
し
た
が
、
た
っ
ぷ
り
の
ホ
イ
ッ
プ
ク
リ
ー

ム
を
塗
り
、
色
々
な
果
物
を
盛
り
付
け
美
味

し
い
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
さ
ん
か
ら
は「
自
分
の
家
で
は
ク

リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
な
ん
て
食
べ
な
い
か
ら
食

べ
ら
れ
て
嬉
し
い
」「
甘
す
ぎ
ず
美
味
し
い
」

「
も
っ
と
食
べ
た
い
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、

大
変
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
季

節
を
感
じ
、
何
よ
り
も
利
用
者
さ
ん
に
喜
ん

で
頂
け
る
よ
う
な
お
か
し
作
り
や
様
々
な
企

画
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
す
ず
ら
ん　

村
上
あ
ゆ
み
】

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し
た
～

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会

すず
らんほのか

　

12
月
11
日（
水
）、
ほ
の
か
・
ほ
の
ぼ
の

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
演
奏
会
に「
中
山
民
俗

舞
踊
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
タ
ー
ズ
」さ
ん
を

お
呼
び
し
ま
し
た
。
今
年
で
３
回
目
と
な

り
、
利
用
者
さ
ん
も
楽
し
み
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ほ
の
ぼ
の
入
居
の
方
も
た
く
さ

ん
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
を「
童
謡
を
唄
お
う
・
踊
り
を

見
よ
う
・
演
歌
を
歌
お
う
」と
し
て
、
12

曲
の
演
奏
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
利
用
者

さ
ん
も
声
を
出
し
て
、
体
を
動
か
し
て
と

大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
今
年

も
心
に
残
る
ク
リ
ス
マ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

 

【
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ほ
の
か　

西
村
正
直
】

介護保険認定者による障害者控除のはなし
　今から18年前、介護保険の認定者に対して「障害者控除・特別障

害者控除」の手続きに必要な「障害者控除対象者認定書」が帯広市で

初めて交付されました。障害者手帳を持っていなくても介護保険で

認定された方は相応の障害を持っていると判断され、税の控除が受

けられるというものです。この間、帯広市の広報活動や十勝社会保

障推進協議会の活動で管内では普及が進みましたが、まだ知らない

方もたくさんいらっしゃいます。税控除を受けるには税法上の障害

者として認定を受ける必要があります。「介護保険の認定者への障害

者控除」の概要は以下の通りです。

　

＜申請の手続き＞
①障害者控除対象者認定申請書を提出する
※帯広市では障害福祉課、管内町村では役場の介護保険課（係）で

　申請します。帯広市ではホームページから申請書がダウンロード

　できます。

※申請書は住所・氏名・生年月日などの記入だけでとても簡単です。

②障害者控除対象者認定書の発行を受ける
　※１週間程度で郵送されます。

③認定書を添付して確定申告を行う。
　※今年の申告は２月17日～３月16日までです。

　
＊納税者ご本人又はご家族の方が税法上の障害者に該当する場合、一定の金
額を所得から控除することができます。 控除できる金額は、障害者お一人
につき下表のとおりです。

　障害者控除は認定された本人でなくても受けられます。例えば両

親ともに障害者認定を受けて扶養親族になれば、当然納税者が障害

者控除を二人分受けられることになります。

　近年、年金の目減りや消費税の増税、各種税控除の廃止などで国

民負担が重くのしかかっています。節税対策として一考してみては

いかがでしょうか。

　十勝社会保障推進協議会では２月20日木曜日、13時30分より、と

かちプラザにて「介護保険による障害者控除と介護保険料軽減説明会」

を行います。事前のお申し込みは必要なく、どなたでも参加できま

す。お気軽にお越しください。（介護保険証、介護保険料納入通知書、

年金通知書、印鑑をお持ちください）

s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s
s

知ってトクトク 制度と情勢
今日から

使える

ためになる！

ここではわかりづらい医療や介護の制度のコト、社会情勢のコ
トなど知っていると誰かに伝えたくなるような情報を、事務職
員が全12回発信していくコーナーです。

 所得税  地方税

障 害 者 控 除 27万円 26万円
特 別 障 害 者 控 除 40万円 30万円
同居特別障害者加算 35万円 23万円

予
約
制（
午
前
中
）
※
事
前
の
診
察
が
必
要
な
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
予
約
時
職
員
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

☎
０
１
５
５

－

２
１

－

４
１
１
１（
代
）



第４２９号　２０２０年２月 友 の 会 ニ ュ ー ス (  )4

幸

大 □ 引

祉

体

胎 □ 幕

輪

選

海 □ 気

貨

債

籍 □ 才

神

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

友
の
会
連
絡
会
コ
ー
ナ
ー

生
き
生
き

生
き
生
き
広
場
広
場

☎
〇
一
五
五

☎
〇
一
五
五--

二
一
二
一--

四
一
四
四

四
一
四
四

頭

の

体

操

【
ヒ
ン
ト
】

　

節
分
の
夜
、
こ
う
唱
え
な

が
ら
豆
を
ま
き
ま
す
。

【
答　
　

え
】

　

□
は
□
、
□
は
□

（
漢
字
で
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

【
応
募
方
法
】

　

解
答
と
お
名
前
、
住
所
、

電
話
番
号
を
ハ
ガ
キ
か
メ
ー

ル
で
、
左
記
へ
お
送
り
く
だ

さ
い
。

【
宛　
　

先
】

○
郵　

送

〒
０
８
０

－

０
０
１
９

帯
広
市
西
９
条
南
11
丁
目

十
勝
勤
医
協
会
館
内

友
の
会
ニ
ュ
ー
ス
編
集
部

○
メ
ー
ル

s
o
s
h
i
k
i
@
t
o
k
a
c
h
i
-
k
i
n
-

ikyo.or.jp

【
賞　
　

品
】

　

抽
選
で
10
人
の
方
に
、
千

円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

　

次
の
□
に
漢
字
を
入
れ
て
熟
語
を
つ
く
り
、
□
の
漢
字
を
並

べ
替
え
□
の
中
に
入
れ
て
、
答
え
を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

出
題
者
は
霜
村
英
靖
さ
ん
（
帯
広
市
）
で
す
。

中
央
友
の
会

東
友
の
会

鉄
南
友
の
会

　

昨
年
末
、
会
員
の
み
な
さ

ん
で
持
ち
寄
っ
た
古
布
を
使

っ
て
、
心
を
込
め
て
ウ
エ
ス

作
り
を
し
ま
し
た
。
ウ
エ
ス

作
り
の
際
、
は
さ
み
を
動
か

し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話

を
す
る
こ
と
で
、
参
加
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
の
日
常
の
暮

ら
し
を
読
み
取
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
ま
た
、
何
か
一
つ

の
事
を
み
ん
な
で
や
り
遂
げ

る
こ
と
で
心
が
豊
か
に
な
り

　

今
年
も「
出
足
早
く
」と
、

1
月
11
日（
土
）11
時
よ
り
。

東
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
新
年
総

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

早
い
時
間
か
ら
次
々
に
会

員
さ
ん
が
集
ま
っ
て
、
お
寿

司
や
料
理
の
盛
り
付
け
等
懇

親
会
の
用
意
。
リ
ン
グ
プ
ル

や
ウ
エ
ス
を
持
っ
て
き
て
く

れ
た
人
も
い
ま
し
た
。

　

勤
医
協
帯
広
病
院
事
務
長

の
小
田
原
さ
ん
と
友
の
会
連

絡
会
事
務
局
長
の
真
田
さ
ん

も
き
て
く
だ
さ
り
、
開
会
前

に
血
圧
測
定
と
尿
検
査
で
、

健
康
チ
ェ
ッ
ク
。
開
会
し
て

　

１
月
10
日
午
前
11
時
か
ら

市
内
も
み
じ
乃
に
於
い
て
定

期
総
会
を
行
い
ま
し
た
。
鉄

南
友
の
会
の
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
始
ま
り
、
来
賓
の
あ
い

さ
つ
を
連
絡
会
村
上
副
会
長
、

帯
広
病
院
小
田
原
事
務
長
、

佐
々
木
と
し
子
氏
、
播
磨
和

二
回
目
の

 
ウ
エ
ス
作
り

新
年
総
会
を

 

し
ま
し
た

総
会
を
行
い
今
年
の

計
画
を
決
め
ま
し
た

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

各
友
の
会
連
絡
先

【
音
更
東
】
守
屋　

敏
紀

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

三
〇
八
四

【
音
更
西
】
増
田　

浩
毅

 

〇
一
五
五

－

三
〇

－

八
八
六
〇

【
音
更
南
】
野
口　

清
子

 

〇
一
五
五

－

三
一

－

七
二
一
二

【
音
更
北
】
中
嶋　

晴
子

 

〇
一
五
五

－

四
二

－

二
一
九
九

【
士　

幌
】
和
田　

鶴
三

 

〇
一
五
六
四

－

七

－

四
四
三
五

【
上
士
幌
】
山
本　

政
俊

 

〇
一
五
六
四

－

二

－

三
〇
八
九

【
新　

得
】
土
山　

武
志

 

〇
一
五
六

－

六
四

－

四
七
一
六

【
清　

水
】
田
中
け
い
子

 

〇
一
五
六

－

六
三

－

三
〇
五
六

【
鹿　

追
】
武
田　

耕
次

 

〇
一
五
六

－

六
六

－

二
一
七
六

【
芽　

室
】
梅
津　

美
政

 

〇
一
五
五

－

六
二

－

二
八
五
九

【
中
札
内
】
西
村　

和
正

 

〇
一
五
五

－

六
七

－

二
七
七
四

【
更　

別
】
大
津
寿
美
香

 

〇
八
〇

－

六
〇
八
四

－

八
三
八
七

【
大　

樹
】
有
岡
千
恵
子

 

〇
一
五
五
八

－

七

－

五
二
二
八

【
広　

尾
】
前
崎　
　

茂

 

〇
一
五
五
八

－

二

－

四
三
四
〇

【
幕　

別
】
小
林　

正
明

 

〇
一
五
五

－

五
四

－

五
二
三
一

【
札
内
東
】
鈴
木
志
摩
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

六
七
五
七

【
札
内
西
】
岡
崎
節
子

 

〇
一
五
五

－

五
六

－

四
四
三
二

【
忠　

類
】
増
田　

武
夫

 

〇
一
五
五
八

－

八

－

二
六
〇
七

【
豊　

頃
】
岩
井　
　

明

 

〇
一
五

－

五
七
四

－

二
六
三
四

【
池　

田
】
吉
田　

清
治

 

〇
一
五

－

五
七
二

－

八
六
一
〇

【
本　

別
】
阿
保　

富
男

 

〇
一
五
六

－

二
二

－

二
七
五
六

【
足　

寄
】
田
利
美
智
子

 

〇
一
五
六

－

二
五

－

四
〇
〇
〇

【
陸　

別
】
黒
沼　

明
美

 

〇
一
五
六

－

二
七

－

二
六
六
七

【　

東　

】
山
口
久
美
子

 

二
五

－

七
七
六
二

【　

柏　

】
加
藤　

昌
明

 

二
三

－

五
〇
八
四

【
光　

南
】
村
上
や
よ
い

 

二
五

－

五
五
八
八

【
鉄　

南
】
牧
野
美
智
子

 

四
七

－

八
九
六
五

【
中　

央
】
田
村
カ
オ
リ

 

二
三

－

二
六
〇
七

【　

栄　

】
佐
藤　

久
輝

 

三
三

－

六
三
九
九

【
開　

西
】
岡
本　
　

顕

 

〇
九
〇

－

六
四
四
六

－

五
五
二
一

【
西
帯
広
】
野
坂　

潤
子

 

三
七

－

二
七
二
九

【
西　

南
】
麻
生　

恵
子

 

二
二

－

一
六
一
三

【
緑
ヶ
丘
】
片
石　

祐
一

 

三
三

－

一
四
四
三

【
白　

樺
】
武
井　

純
子

 

三
六

－

二
四
二
四

【
新　

緑
】
瘧
師　

光
枝

 

〇
九
〇

－

七
六
五
〇

－

五
五
一
七

【
柏
林
台
】
横
塚
恵
利
子

 

四
一

－

七
七
九
〇

【
緑　

西
】
村
上
久
美
子

 

三
三

－

六
八
五
二

【
稲
田
北
】
平　
　

麗
子

 

四
八

－

〇
七
一
五

【
稲
田
南
】
藤
田　
　

功

 

四
八

－

六
九
五
一

【
川　

西
】
伊
沢
佐
恵
子

 

六
〇

－

二
五
〇
六

【
大　

正
】
岡
山　

幹
男

 

六
四

－

五
九
五
三

ま
す
。

　

出
来
上
が
っ
た
段
ボ
ー
ル

５
箱
の
ウ
エ
ス
を
、
み
ん
な

で
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
白
樺
に
届

け
ま
し
た
。
そ
の
後
ご
苦
労

さ
ん
会
＆
食
事
会
を
行
い
ま

し
た
。

 

【
中
央
友
の
会　

田
村
カ
オ
リ
】

か
ら
は
医
療
や
介
護
を
め
ぐ

る
情
勢
と
私
た
ち
の
運
動
に

つ
い
て
、
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
高
齢
化
で
会

員
さ
ん
や
世
話
人
さ
ん
が
減

る
報
告
あ
り
ま
し
た
が
、
ご

家
族
が
引
き
続
き
、
世
話
人

と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
配
り
を

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
等
、

り
し
ま
す
。

【
締
め
切
り
】

　

２
月
20
日
（
当
日
消
印
有

効
）
。
発
表
は
第
４
３
１
号

（
４
月
号
）紙
上
で
す
。

【
第
４
２
７
号
の
当
選
者
】

　

答
え
は「
無
病
息
災
」で
し

た
。

　

応
募
総
数
１
３
１
通
、
正

解
者
１
２
９
通
の
中
か
ら
抽

選
に
よ
り
、
次
の
10
人
の
方

が
当
選
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

荒
井
明
美　

井
口
と
み
子

香
川
慶
子　

児
玉
良
克

長
尾
千
惠（
帯
広
市
）

山
本
春
美（
音
更
町
）

米
木
ま
ゆ
み（
幕
別
町
）

真
鍋
喜
美
雄（
中
札
内
村
）

小
林
賢
治（
池
田
町
）

佐
野
敏
子（
足
寄
町
）

嬉
し
い
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
活
動
・
予
算
等
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
お
い
し
い
食
事

の
あ
と
、
会
員
さ
ん
の
詩
吟

や
、
歌
を
楽
し
み
、
デ
ィ
ス

コ
ン
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム

を
し
、
景
品
も
も
ら
っ
て
、

み
ん
な
で
仲
良
く
楽
し
み
ま

し
た
。

 【
東
友
の
会　

山
口　

久
美
子
】

宏
氏
の
４
名
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、
今
年
の
活
動
方
針
を

決
め
ま
し
た
。

　

大
腸
が
ん
検
診
は
、
秋
９

月
か
10
月
に
行
い
ま
す
。
今

年
度
も
、
会
員
及
び
世
話
人

を
増
や
し
、
健
康
相
談
会
を

開
こ
う
と
い
う
２
０
２
０
年

目
標
を
定
め
、
楽
し
い
内
に

閉
会
の
時
間
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
会
員
の
皆
さ
ん
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
進
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
鉄
南
友
の
会　

牧
野
美
智
子
】

帯広病院の午前の受付開始時間が変わります
＜２月１日より＞

現行　７時00分～11時30分（診療開始は９時から）
変更　８時00分～11時30分（診療開始は９時から）

※午後・及び夜間診療の受付時間は変更ありません。
　・午後（木曜日午後は休診）　11時30分～16時30分
　　　　　　　　　　　　　　（診療開始は14時から）

　・夜間（木曜日のみ診療）　　16時30分～19時00分
　　　　　　　　　　　　　　（診療開始は17時から）

一緒にはたらきませんか？　ご紹介いただけませんか？
勤務場所：帯広病院病棟他十勝勤医協内の事業所
勤務時間：詳細は面談にて
連 絡 先：十勝勤医協帯広病院師長室　渡辺・林下
　　　　：電話　0155-21-4111（代表）

募集 !

介護職員

帯広病院の午前の受付開始時間が変わります
＜２月１日より＞

分～11時30分（診療開始
時30分（診


